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研究内容及び成果の概要 

本研究テーマでは，小学校および中学校の児童生徒を対象として，体育授業における児童生徒間コ

ミュニケーションの様相の検証，および，コミュニケーション状況の発展過程について分析・検証する

ことを目的として様々な調査を実施した．特に，授業におけるグループ内での児童生徒間コミュニケ

ーションを定量化・可視化して詳細に分析することで，体育授業で形成されるグループ内コミュニケー

ションの発展過程について検証することが研究の主たる目的である．コミュニケーションの定量化・可

視化については， (株)日立製作所のビジネス顕微鏡を使用し，言語的な対面コミュニケーション時

間を測定した．今年度の成果として，1）体育授業におけるコミュニケーションには，学習への取組状

況によって3つのフェーズがあること，2）熟練教師と教育実習生の比較から熟練教師はより発問・問

いかけ・意見の促しという関わり方が多くなっていること，3）コミュニケーションの可視化データのフィ

ードバックが教師にとっての体育授業改善に大きく貢献する可能性があること，4）体育授業でのティ

ーム・ティーチングにおいて教師間の目的意識の共有化が進むこと，5）コミュニケーションの促進に

よる生徒自身の課題意識の高まりが短距離走や球技での運動技能の向上に寄与すること，といった

結果を得ることができた．これらの成果は教師教育の場面で大きく活用が可能であり，今後は教員免

許更新講習などでも紹介する．また，北海道教育大学札幌校で実施している「保健体育実践演習」で

の学生による模擬授業において，上記の調査結果をもとにした可視化データを学生にフィードバック

することで，学生たちの体育授業での指導技術向上に役立てることができた． 
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教育現場で活用可能な分野・教材等 

体育・保健体育分野において，教師の児童生徒への関わり方の技術習得やスキルアップのために現職教員が研修を行う

際に利用可能である．また，体育に限らず，対話的な学習場面の状況把握についても活用が可能となる． 
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